
 

岡 地 東  第  ９ ６ ２  号 

令和 ７年 １月１５日 

 

 保健福祉企画総務課長 様 

 

                                                 東区役所地域整備課長 

北原 準 

 

岡山市くらしやすい福祉のまちづくり設計支援委員の 

意見等について（報告） 

 

 下記施設整備事業について、令和６年１２月２６日岡山市くらしやすい福祉のまちづ

くり設計支援委員（以下「委員」という。）に意見を聴いた結果を報告します。 

 

記 

                     

事 業 名 

（整備概要） 
上道駅バリアフリー施設整備事業 

委員からの意見 委員の意見に対する回答 

●点字ブロックの色は黄色か。また、貼付式

か。それとも埋込み式か。 

 

●警告ブロックの枚数が多すぎると、車いす

利用者等にとって不便になることもあるた

め、再度検討してほしい。 

 

●エレベーターの運用時間は。 

 

●エレベーター内での緊急時の通報先は。 

 

●エレベーター内での緊急時の着床階を１階

とすることは可能か。 

 

●エレベーターのボタンは浮き出しか。 

 

●車いす利用者にとってエレベーターのボタ

ン高さ90cmは問題ないか。利用者ごとに異な

るので、バランスを考えて検討してほしい。 

 

●黄色で埋込み式を採用予定です。 

 

 

●承知しました。 

 

 

 

●24時間運用を予定しています。 

 

●無人駅のため、管理会社に繋がります。 

 

●後日業者に確認します。 

 

 

●浮き出しです。 

 

●検討します。 

 

 

 



 

●北口広場の計画はどうなっているのか。 

 

 

 

●エレベーターは定期点検を行うと思うが、

点検時間帯は融通を利かせることができるの

か。点検で使えない時間の対応はどう考えて

いるのか。 

 

●エレベーター内で聴覚障害者が閉じ込めら

れた際の対応はどのように考えているか。 

 

●エレベーター内での視覚障害者への対応は

どう考えているのか。 

 

●駅構内にエレベーターは設置できないの

か。 

 

●北長瀬駅のようにホーム内外にエレベータ

ーを設け、ベビーカー利用者等への対応は考

えてもらえないのか。事業費が掛かるとのこ

とだが、将来的なことを考慮し検討してほし

い。 

 

●雨天時の対応はどう考えているか。 

 

 

●改修工事期間中の工程ごとの利用者案内は

行ってもらえるのか。 

 

●案内図、案内看板はユニバーサルデザイン

でお願いしたい。 

 

●駅の利用の仕方がいつ頃変わるのか、広報、

ホームページ、SNS等で確認できるのか。 

 

●旧階段の手すり高さ、２段手すり、段鼻の

滑り止めの仕様を新階段と同じものとするこ

とができるか。 

 

 

●今後計画を進めていきますが、南口と同様

に視覚障害者等が円滑に移動できるよう進

めてまいります。 

 

●検討します。 

 

 

 

 

●検討します。 

 

 

●音声案内が出る仕様としています。 

 

 

●事業費及び鉄道会社との協議により駅構

内の設置は困難と考えております。 

 

●可能な範囲で対応します。 

 

 

 

 

 

●スロープ・階段及び駅前広場の待合スペー

スには上屋を設ける予定としています。 

 

●案内看板を設置するなど、鉄道会社及び受

注業者と協議のうえ対応検討します。 

 

●鉄道会社と協議のうえ対応検討します。 

 

 

●周知するよう検討します。 

 

 

●検討します。 

 

 

 

 



 

●スロープの勾配が急であったり、距離が長

くなると車いす利用者にとって大変なので設

計を工夫してほしい。 

 

●無人駅と聞いたが、誤ってホームに入って

しまった際の対応をどうなるのか。 

 

●改札が２階から１階に移るため、改札誘導

音がうるさいと苦情が入る恐れがあるが、改

札誘導音は無くさないようにしてほしい。 

 

●エレベーターは内法1.5m×1.6mだが、大き

くならないか。介助者がいる場合、奥行がギ

リギリになるため。 

 

●北側エレベーターから自由通路に通ずる廊

下は真っ直ぐにならないのか。 

 

●北口広場も改めて本会に諮るのか。 

 

●鉄道会社設計範囲も本会に諮るよう働きか

けをしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●設計施工が鉄道会社となるため、頂いたご

意見は共有させていただきます。 

 

 

●可能な限り案内看板等で誤入場がないよ

うに対応します。 

 

●鉄道会社と協議します。 

 

 

 

●設計どおり進めさせてください。（寸法は

バリアフリー法による建築物移動等円滑化

誘導基準等に基づき決定） 

 

●周辺構造物との兼ね合いから現在の形状

となっております。 

 

●その予定です。 

 

●承知いたしました。 

 


